
 

 

 

 

 

「第 2回みらいトーク」を実施しました 
8月26日（火）に、当校図書室にて、CS（学校運営協議会）委員

の皆さんにご参加いただき、第2回みらいトークを行いました。 

低・中・高学年の3グループに分かれ、各学年の1学期の「みら

い学習」を振り返るとともに、2学期の活動の見通しを立てました。 

  例えば、1年生のヤギ飼育やリースづくり、2年生の秋野菜作りや

収穫後の学習活動が大きな話題になりました。また、教職員の想い

を受け、「5年生は稲作体験が大変だと実感ができているか」を課

題として共有し、稲刈りをどう進めていくか児童の実態を踏まえて一

緒により良い活動を吟味し、助言していただきました。ユネスコスクー

ルとなっても変わらず、「みらい学習」を中心にESDに取り組むにあ

たり、多大なるご支援をいただいていることが有難いです。 

「みらいトーク」は、子どもたち一人一人が自らの学びを社会や未

来につなげて考えるための大切な契機であり、教師と地域、学校と

社会が互いに学び合い、高め合う営みでもあります。多様な視点や

専門性が交わることで、授業の幅が広がり、子どもたちが未来を主

体的に描いていく力を育むことにつながると確信しています。 

 学校が「開かれた学びの場」として成長していくために、この「みら

いトーク」がもつ価値は極めて大きく、今後も継続的に充実させてい

きたいと考えています。 

 

 

 

 実は、今回のみらい学習の様子を、妙高市教育研究会の生活・総合部会の皆さん（妙高市内の園・小・中学

校の教職員）が参観に来られていました。一緒にトークに参加される部員さんもいらっしゃいました。 

「みらいトーク」の後、3人のCSさんに残っていただき、11年目となる斐太北小のCS組織と「みらい学

習」とのかかわりや「みらいトーク」という活動のメリットについてひも解いで研修しました。斐太北小学校の教

職員から見たメリット、CSさんの想いを紹介し、2グループに分かれてさらに深く熱く語り合いました。 

研修された方々は、地域の方と一緒に、生活科、総合的な学習の時間を創ってみたいという想いをもったり、

斐太北小学校がうらやましい、自分の学校でできることはないかと課題意識を高めたりしていかれました。 

Education for Sustainable Development（持続可能な社会の創り手を育む教育）  
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他校の先生方に参観していただきました 



2年生や5年生が畑や田んぼ作

業をしやすいように畔草をあらかじ

め刈ってくださったり、4年生の川の

学習の前に川に降りていく道や活動

場所を下見して、下草刈りをしてくだ

さったりと、陰に日向に労をいとわず

お力を貸してくださるCSさんたち。 

当たり前ではない活動をしてくだ

さっています。 今年は、ＨＰでそれら

の様子を知っていただきたいと思い、

写真を入れて紹介しています。  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


